伊豆の国市青色防犯パトロール事業実施規程
（設置）

第１条　この規程は、青色回転灯装着車両（以下「車両」という｡)を使用した青色防犯パトロール事業（以下「パトロール」という｡)を実施し、もって犯罪の抑止と市民の防犯意識の高揚を図り、市民が安全で安心して暮らすことのできるまちづくりに資することを目的とし伊豆の国市青色防犯パトロール隊（以下「パトロール隊」という｡)を設置する。
（事業内容）

第２条　市長は、特定の地域に対しパトロールが必要と認めるとき、パトロール隊を派遣するものとする。
２　市長は、青色防犯パトロール講習会（以下「講習会」という｡)を開催する。
３　市長は、第１条の目的を達成するため、市が所有する車両を貸し出すことができる。

（組織等）
第３条　パトロール隊は、隊長及び隊員をもって組織する。
２　隊長は、伊豆の国市危機管理監をもって充てる。
３　隊員は、講習会を受講した者のうちから防犯まちづくりに必要な熱意及び適格性を有するものに市長が委嘱する。
　（車両）
第４条　パトロールに使用する車両は伊豆の国市又はパトロール隊の隊員が所有する車両を用いて行う。
２　前項の車両の所有者は、パトロール車両を新規に届け出たとき又は既に使用しているパトロール車両の継続検査が終了したときは、遅滞なく自動者検査証の写し（新車の場合は、完成検査終了証の写し）を隊長に提出するものとする。
３　第１項の車両の所有者は、所有する車両を防犯パトロール車として使用しなくなったときは、直ちに隊長に報告しなければならない。
４　パトロール及び車両の維持管理に要する経費は、車両の所有者が負担するものとする。

　（活動内容）
第５条　パトロール隊は、計画的に１週間に１回以上、車両を使用してパトロールを実施し、次に掲げるいずれかの活動を行う。
　(1)　防犯又は交通安全に関する啓発
　(2)　児童の登下校時の巡視
　(3)　不審者及び不審車両等に関する情報の把握
　（報告）
第６条　パトロール隊は、パトロールの実施結果を記録し、速やかに市長に報告するものとする。
　（講習会の受講）
第７条　パトロール隊の隊員は、概ね３年ごとに講習会を受講しなければならない。

（解嘱）

第８条　市長は、隊員が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、当該隊員を解嘱することができる。
(1)　隊員から辞退の申し出があったとき。
(2)　心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えないとき。

(3)　職務を怠り、又は職務上の義務に違反したとき。

(4)　隊員としてふさわしくない非行があったとき。
(5)　講習会の受講後概ね５年を超え、再度受講しなかったとき。
(6)　その他市長が解嘱することが必要と認めるとき。

（活動区域）
第９条　パトロールを実施する区域は、伊豆の国市内とする。

（庶務）

第１０条　パトロール隊の庶務は、危機管理課において処理する。
（補則）

第１１条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。
　　　附　則

　この規程は、令和２年７月１日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、令和２年８月１日から施行する。

　　　附　則
　この規程は、令和６年９月２日から施行する。
